
ちょっと寄ってみませんか？

―三好氏ゆかりの散歩道・板野町編３―

～赤沢信濃守をまつる寺・愛染院～
天正10(1582)年の中富川の戦いで，壮絶なうち死にをとげたと言われる赤沢信濃守 (あかざ

わしなののかみ)。その信濃守が，多くの将兵とともにまつられているのが，板野町那東にある愛

染院 (あいぜんいん)です。

→ 板 野 町 の 史 せ き に 指 定 さ れ て い る 赤 沢 信 濃

守 の 廟 所 (び ょ う し ょ )で す 。 こ こ に も 大 き な

わらじが・・・。

← 山 門 の 両 側 に は 大 き な わ ら じ が 掛 け ら れ て

います。

わらじがたくさん納められているのは，足の弱い人，リウマチや神経痛で足こしに病気
がある人は，わらじを納めてお願いすればご利やくがあると伝えられていて，たくさんの
人がお参りしているためです。

その始まりにはいくつかの説があって，その①中富川の合戦の時に，敵の流れ矢を足に
受け歩けなくなった信濃守が，死ぬまぎわに「われを信こうする者には足の病を取りのぞ
くであろう」と言い残したという話があって，その話を聞いた人がお参りする時に納めた
という説，その②戦場でわらじのひもが切れたために命を落とした信濃守に対して，病気
が治ったお礼にわらじを納めて帰るようになったという説などが知られています。
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愛染院は，地元では那東の「お不動さん」と呼ば

れて親しまれています。もとは「阿弥陀(あみだ)

寺」という名前だったそうで，1184年，源義経が屋

島を攻めたときにも，ここの不動明王にお祈りをし

たといわれています。

赤沢信濃守もこの寺を大切にしていましたが，天

正10年(1582)，土佐の長宗我部元親が攻めてきたと

きに焼けてしまいました。その後再建されて，現在

の「金雞山(きんけいざん)愛染院」という名前にな

ったそうです。

わらじと赤沢信濃守



←掛け軸に描かれた赤沢信濃守(愛染院蔵)

↓赤沢家代々の供養塔

館跡第12次発掘調査も，あと少しで終わりです。たくさ

んの遺こうが見つかっていて，生活の場としてよく使われて

いたことがわかってきました 。まだまだよくわからない遺こ

うもありますが，毎日なやみながら調査しています。

板西城将兵の墓(板野町史せき)

五輪塔 (ごりんとう)とは ？

五輪塔の５つの石は，上から空綸 (く う りん )，風綸 (ふ う りん )，火輪 (か り ん )，

水 輪 (す い り ん )， 地 綸 (ち り ん )と 呼 ば れ ， 宇 宙 を つ く って い る ５ つ の 要 素 を 表

し て い ま す 。 す べ て の 生 き 物 の 心 と 体 は ， 亡 く な る と こ の ５ つ の 要 素 に 帰

るという考えにもとづいていて，亡くなった人のたましいをなぐさめたり，

今 の 世 の 罪 や 悪 運 を 取 り の ぞ き ， わ ざ わ い を さ け る と い わ れ て い ま す 。 鎌

倉 時 代 以 降 ， 室 町 時 代 ， 江 戸 時 代 を 通 じ て ， た く さ ん の 五 輪 塔 が 建 て ら れ

ました。
五輪塔

愛染院の裏山には，こけむした赤沢氏一族のお墓

がたくさん並んでいます。これは明治の初め頃，愛

染院の当時の住職さんが，付近で多く見られる石塔

やお墓を集めて並べたものといわれています。

石を積み重ねたお墓の多くは，５つの石を重ねた

「五輪塔(ごりんとう)」と呼ばれるものですが，中に

は１個の石から五輪塔の形を彫り出したものや，一

枚の板石に五輪塔の形を浮き彫りにしたものもみら

れます。

板西城将兵の墓

K.Suzaki

かわらや土器の破へん

がたくさん入っていて，燃

やされた跡のある穴です。

何をした跡なのか，今調

べているところです。
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信濃守の廟(びょう)の

横にある赤沢代々の供

養塔で，「正治二年九

月十五日」と刻まれて

います。正治(しょう

じ)2年は西れき1200

年です。
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